
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
次
に
六
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
様
式
第
三
十
三
号
の
二
の
二
（
第
二
面
）
注

意
１
に
係
る
部
分
中「

申
請
者
本
人
が
」

の
下
に「

、
原
則
と
し
て
」

を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
様
式
第
三
十

三
号
の
二
の
三
（
第
二
面
）
注
意
事
項
２
に
係
る
部
分
中「

添
え
て
」

の
下
に「

、
原
則
と
し
て
」

を
加
え
、
同

様
式
（
第
四
面
）
に
係
る
部
分
中 「

種類

教
育
訓
練
給
付
金
（
第
1
0
1条
の
２
の
７
第
２
号
関
係
）

教
育
訓
練
支
援
給
付
金

」

を 「
種類

教
育
訓
練
給
付
金
（
第
1
0
1条
の
２
の
７
第
２
号
関
係
）

教
育
訓
練
給
付
金
（
第
1
0
1条
の
２
の
７
第
３
号
関
係
）

教
育
訓
練
支
援
給
付
金

専
門
訓
練
給
付
金

訓
練
追
加
給
付
金

訓
練
支
援
給
付
金
」

に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
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第
百
一
条
の
二
の
五
を
改
め
、
同
条
に
三
号
を
加
え
、
同
条
を
第
百
一
条
の
二
の
七
と
す
る
改
正
規
定
中
「
以
下

同
じ
。）又
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
」
を
「
）
又
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
受
け
、
修
了

し
た
日
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
に
資
格
の
取
得
等
を
し
た
者
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
四
を
第
百
一
条
の
二
の
六
と
し
、
第
百
一
条
の
二
の
三
を
第
百
一
条
の
二
の
五
と
し
、
第
百
一

条
の
二
の
二
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
百
一
条
の
二
の
四
第
二
号
に
係
る
部
分
中「
受
講
証
明
書
」

と
い
う
。）」
の
下
に
「
）」を
加
え
る
。

附
則
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
一
条
の
二
第
二
項
に
係
る
部
分
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
第
六
十
二
条
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条
の
五
、第
六
十
九
条
、

第
百
一
条
の
二
、
第
百
一
条
の
二
の
十
五
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
三
十
二
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
六
十
二
条
、
第
百
一
条
の
二
、
第
百
一
条
の
二
の
十
五
及
び
附
則
第
三
十
二
条
中
「
及
び
第
五

十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
五
十
四
条
及
び
附
則
第
一
条
の
二
」
と
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
五
条
の
五
及
び

第
六
十
九
条
中
「
並
び
に
第
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
五
十
四
条
並
び
に
附
則
第
一
条
の
二
」
と
、
第
百

四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
条
、
附
則
第
一
条
の
二
」と
、「
第
百
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
、
附
則
第
一
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
の
次
に
九
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
二
十
五
条
に
係
る
部
分
中
「
教
育
訓
練
支
援

給
付
金
」
を
「
法
附
則
第
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
（
以
下
「
教
育
訓
練
支
援
給
付

金
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
中
「
法
附
則
第
十
一
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び「（
以
下
「
教
育
訓
練
支
援
給
付
金
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
に
係
る
部

分
中
「
一
般
被
保
険
者
」
と
い
う
。」の
下
に
「
）」を
加
え
、
同
条
第
七
項
に
係
る
部
分
中
「
末
日
」
の
下
に
「
の
翌

日
」
を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
附
則
第
三
十
二
条
に
係
る
部
分
中
「
、
第
二
十
九
条
」
を
削
る
。

様
式
第
十
六
号
の
改
正
規
定
及
び
様
式
第
十
七
号
の
改
正
規
定
中
「第

百
一
条
の
二
の
三

」
を
「第

1
0
1条
の
２

の
３

」
に
、「第

百
一
条
の
二
の
五

」
を
「第

1
0
1条
の
２
の
５

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
号
（
第
一
面
）
中
「第

1
0
1条
の
２
の

1
0

」
を
「第

1
0
1条
の
２
の

1
5

」
に
改
め
、「第

1
0
2条

」
の
下

に
「・

附
則
第
3
2条

」
を
加
え
る
。

様
式
第
三
十
三
号
の
二
（
第
一
面
）
中
「第

1
0
1条
の
２
の
８
関
係

」
を
「第

1
0
1条
の
２
の

1
1関
係

」
に
、「第

1
0
1条
の
２
の
８
第
１
項

」
を
「第

1
0
1条
の
２
の

1
1第
１
項

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
二
面
）
中
「第

1
0
1条
の
２

の
８
関
係

」
を
「第

1
0
1条
の
２
の

1
1関
係

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
二
面
）
注
意
１
中
「申

請
者
本
人
が

」
の
下

に
「、

原
則
と
し
て

」
を
加
え
る
。

様
式
第
三
十
三
号
の
五
（
第
二
面
）
注
意
１
中
「5

0％

」
を
「、

休
業
日
数
が
通
算
し
て

1
8
0日
に
達
す
る
ま
で

の
間
に
限
り
6
7％
、
1
8
1日
目
以
降
は
5
0％

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
号
（
第
二
面
）
注
意
２
\
中
イ
及
び
ロ
を
削
り
、「ハ
」
を
「ア

」
に
、「ニ

」
を
「イ

」
に
、「ホ

」

を
「ウ

」
に
、「ヘ

」
を
「エ

」
に
、「ト

」
を
「オ

」
に
、「チ

」
を
「カ

」
に
、
同
様
式
注
意
２
]
中
「イ

」
を「ア

」

に
、「ロ

」
を
「イ

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
２
]
ハ
中
「1

2
3
4
`
5
6
7
8

」
を
「1

2
3
4
`
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

」
に
改
め
、
同
様

式
注
意
２
]
中
「ハ

」
を
「ウ

」
に
、「ニ

」
を
「エ

」
に
、「ホ

」
を
「オ

」
に
、「Ë
」
を
「Ê

」
に
、「ô

」
を「Ë

」

に
、「ã

」
を
「Ì

」
に
、「ß

」
を
「Í

」
に
、「ç

」
を
「Î

」
に
、「æ

」
を
「Ï

」
に
、「Ý
」
を
「Ð

」
に
、「Ú

」

を
「Ñ

」
に
、「ñ

」
を
「Ò

」
に
、「à

」
を
「Ó

」
に
改
め
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
一
条
の
二
の
十
を
改
め
、
同
条
を
第
百
一
条
の
二
の
十
五
と
す
る
改
正
規
定
中
「
を
「
第
四
十
四
条
」
に
改

め
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
四
条
」を
加
え
、

「
準
用
す
る
。」の
下
に
「
た
だ
し
、
一
般
教
育
訓
練
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
四
条
の

規
定
は
、
準
用
し
な
い
。」を
加
え
、「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
」
を
「
こ
の
条
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
」
を
「
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
」
を
加
え
、「
こ
の
場
合
」
を「
た
だ
し
、

一
般
教
育
訓
練
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
の
規
定
は
、
準
用
し
な
い
。
こ
の
条
本
文
の
場
合
」
に

改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
八
を
改
め
、
同
条
を
第
百
一
条
の
二
の
十
一
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の

う
ち
第
百
一
条
の
二
の
十
二
第
四
項
に
係
る
部
分
中
「
末
日
」
の
下
に
「
の
翌
日
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
に
係
る

部
分
中
「
提
出
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
の
上
」
を
「
提
出
は
、当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
し
」

に
、「
に
あ
つ
て
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修
了
の
上
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
当
該
専
門
実
践
教
育
訓
練
を
修

了
し
、
か
つ
」
に
改
め
る
。
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